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１．概要（Summary） 

超撥水表面に滴下された二つの微小液滴が合体する

と、表面の面積が減少するため、表面自由エネルギーが

解放される。この表面自由エネルギーによって合体した液

滴が表面からジャンピングするという運動が観察される。こ

のような合体によって表面から飛び出すとき、液滴が表面

から受ける力を MEMS 力センサを用いて直接計測した。

また計測した結果から液滴のジャンピング速度を正しく記

述できる理論式を提案した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

① 高速大面積電子線描画装置 
② マスク・ウエーハ自動現像装置群 
③ ステルスダイサー 
④ EB 蒸着装置 

【実験方法】 
MEMS センサを製作するためのガラスマスクを、電子

線描画装置を用いて製作した。ウェハーに金額を蒸着す

るために、EB 蒸着装置を使用した。また、1 インチウェハ

ーで MEMS プロセスを行った後、ステルスダイサーを用

いて、チップ化を行った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
製作したセンサは 1 µN 以下の力分解能及び数 kHz

程度の共振周波数を持ち、直径が 1 mm 程度の液滴の

ジャンピングにおける液滴と表面との力を計測できることを

検証した。また、計測結果からサイズが異なる 2 つの液滴

が合体するとき、液滴が表面から受ける力積は大きい液

滴のサイズに依存せず、小さい液滴のサイズだけに依存

することが明らかになった。この結果から、液滴のジャンピ

ング速度を正しく記述できる理論式を提案し、式の妥当性

を実験結果から検証した。 
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